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特 別 会 計 予 算
会　計　名 当 初 予 算 額 対前年増減率

国 民 健 康 保 険 54 億 600 万円 6.4%

老 人 保 健 710万円 ▲ 56.4%

介 護 保 険 32 億 1,740 万円 7.3%

後 期高齢者医療 3億 4,330 万円 ▲ 12.4%

滝 根町観光事業 6億 3,330 万円 1.7%

農業集落排水事業 2,560 万円 ▲ 4.5%

宅 地 造 成 事 業 1億 4,220 万円 ▲ 0.2%

公 共下水道事業 11 億 9,520 万円 ▲ 0.7%

授 産 場 事 業 6,170 万円 ▲ 18.0%

診 療 所 事 業 3億 1,370 万円 ▲ 0.1%

田村地方介護認定審査会 2,380 万円 ▲ 3.6%

合 　 　 　 計 113 億 6,930 万円 4.3%

水道事業会計予算
区　　　分 当 初 予 算 額 対前年増減率

収 益 的 収 入 5億 5,514 万円 ▲ 1.7%

収 益 的 支 出 5億 5,514 万円 ▲ 1.7%

資 本 的 収 入 3億 8,428 万円 ▲ 37.4%

資 本 的 支 出 5億 8,424 万円 ▲ 28.3%

財
政

公
表

平成２２年度 一般会計歳入 201 億 8千万円
田
村
市
体
育
館
完
成

市
で
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
平
成
22
年
度
各
会
計
の
当
初
予
算
と
、
平
成
21
年
度
各
会
計
の
予
算
の
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
十
分
認
識
し
た
う
え

で
、
住
民
と
行
政
と
の
役
割
分
担

を
見
直
す
と
と
も
に
地
方
分
権
の

推
進
や
行
財
政
改
革
に
よ
る
真
の

住
民
自
治
を
目
指
し
な
が
ら
、
経

常
的
な
経
費
の
削
減
の
ほ
か
事
務

事
業
の
重
点
選
別
と
財
源
の
重
点

配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
合
併
特

例
債
に
よ
る
道
路
網
の
整
備
を
は

じ
め
、小
学
校
体
育
館
の
改
築
や
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

教
育
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
無
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料
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
手
当
な
ど
の
少
子
化
対
策
事

業
の
ほ
か
、
介
護
者
手
当
の
拡
充

な
ど
介
護
福
祉
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

２
０
１
億
８
千
万
円
と
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
３
・
８
％
、

８
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
な
ど
に
よ
る
事
業
費
が
増
え

る
一
方
で
、
体
育
館
建
設
事
業
や

大
越
こ
ど
も
園
建
設
事
業
の
完

了
、
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ

た
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
よ
る
平

成
21
年
度
で
の
前
倒
し
実
施
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
11
の
特
別
会
計
の
総
額

は
１
１
３
億
６
千
９
３
０
万
円

で
、
前
年
度
比
４
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
は
、
収

益
的
支
出
が
５
億
５
千
５
１
４
万

円
（
前
年
度
比
１
・
７
％
減
）、
資

本
的
支
出
が
５
億
８
千
４
２
４
万

円
（
同
28
・
３
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、
土

木
な
ど
市
の
行
政
運
営
の
う
ち
、
一

般
的
な
事
業
の
経
費
を
経
理
す
る
会

計
で
す
。
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・

歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

　

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
ま
か
な

う
も
の
が
収
入
で
、
そ
の
団
体
の
会

計
年
度
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳

入
と
い
い
ま
す
。

■
自
主
財
源
…
市
税
や
使
用
料
、
手

　

数
料
な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で

　

き
る
お
金
で
す
。

■
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
や
国
・

　

県
支
出
金
、
市
債
な
ど
、
国
や
県

　

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
市
税
…
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納

　

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

■
地
方
譲
与
税
…
所
得
税
や
自
動
車

　

重
量
税
な
ど
の
国
税
の
一
部
が
譲

　

与
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税

　

の
一
部
が
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応

　

じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
使
途

　

の
た
め
に
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

　

る
お
金
で
す
。

■
繰
入
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、

　

基
金(

市
の
預
金)

等
の
会
計
間

　

で
移
動
す
る
お
金
で
す
。

■
諸
収
入
…
市
の
預
金
の
利
子
や
貸
付

　

金
の
元
利
収
入
な
ど
の
お
金
で
す
。

■
市
債
…
市
の
事
業
や
国
の
施
策
に

　

よ
り
発
行
し
た
借
入
金
で
す
。

【
歳
出
】

　

上
の
円
グ
ラ
フ
で
は
、
市
が
行
う

事
業
に
必
要
な
経
費
を
目
的
別
に
分

類
し
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
や
行
政
上
の
特
色
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経

　

費
で
す
。

■
総
務
費
…
庁
舎
な
ど
の
維
持
管
理

　

や
行
政
全
般
の
事
務
に
使
わ
れ
る

　

経
費
で
す
。

■
民
生
費
…
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

　

子
育
て
支
援
、
生
活
保
護
な
ど
の

　

た
め
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
衛
生
費
…
各
種
健
診
や
予
防
接
種
、

　

ご
み
処
理
、
ご
み
減
量
化
の
推
進

　

な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
の
振
興

　

や
農
林
道
の
整
備
、
土
地
改
良
事

　

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
商
工
費
…
商
業
の
振
興
や
商
工
業

　

金
融
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
に
使

　

わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
土
木
費
…
道
路
の
整
備
や
維
持
補

　

修
、
河
川
の
整
備
、
都
市
計
画
、

　

市
営
住
宅
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る

　

経
費
で
す
。

■
消
防
費
…
広
域
消
防
組
合
負
担
金

　

や
消
防
団
運
営
、
消
防
施
設
の
整

　

備
、
災
害
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る

　

経
費
で
す
。

■
教
育
費
…
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な

　

ど
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

　

振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

■
公
債
費
…
学
校
や
道
路
な
ど
、
た

　

く
さ
ん
の
費
用
が
か
か
る
も
の
は

　

借
り
入
れ
を
し
て
建
設
を
行
い
ま

　

す
が
、
こ
の
借
入
金
（
市
債
）
を

　

返
済
し
て
い
く
た
め
に
使
わ
れ
る

　

経
費
で
す
。

■
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目
に
含

　

ま
れ
な
い
経
費
を
ま
と
め
た
科
目

　

で
す
。
各
種
基
金
へ
の
積
立
金
な

　

ど
が
あ
り
ま
す
。

依存財源
158億9,171 万円
(78.7％)

※１

自主財源その他は

分担金及び負担金、財産収入、

寄付金、繰越金です。

※2

依存財源その他は

利子割交付金、配当割交付金、

株式等譲渡所得割交付金、

自動車取得税交付金、

国有提供施設等所在市町村助成交

付金、地方特例交付金、

交通安全対策特別交付金です。

    市税
34億3,749万円
(17.0%)

繰入金
1億4,129万円
(0.7%)

使用料及び手数料
2 億 5,911 万円
(1.3%)

諸収入
2億95万円
(1.1%)

自主財源その他※１

2 億4,945万円
(1.2%)

地方交付税
90億5,669万円
(44.9%)

依存財源その他※2

1 億 3,879 万円 (0.7%)

地方消費税交付金
3億1,504 万円 (1.6%)

地方譲与税
3億755 万円 (1.5%)

県支出金
12億1,428 万円
(6.0%)

国庫支出金
17億8,546 万円
(8.8%)

 市債
30億7,390

万円
(15.2%)

自主財源
42 億 8,829万円
(21.3％)

総務費
23億5,219万円
(11.7%)

民生費
45億9,301万円
(22.8%)

衛生費
18億2,352万円 (9.0%)

農林水産業費
9億410万円
(4.5%)

土木費
30億1,922万円
(15.0%)

消防費
9億3,517万円
(4.6%)

教育費
24億9,083万円
(12.3%)

公債費
30億5,161万円
(15.1%)

議会費
2億1,493 万円
(1.1%)

その他※3
3 億 7,750万円
(1.8%)

商工費
4億1,792 万円 (2.1%)

※3
その他は
労働費、
災害復旧費、
諸支出金、
予備費です。

※収益的収支：水道水をつくるために必要な経費と水道料金などの収入
　資本的収支：水道施設の建設などに必要な経費とその財源

市民１人あたりの行政経費は？
議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費 商 工 費

5,107 円 55,891 円 109,136 円 43,330 円 21,483 円 9,930 円

土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 そ の 他 合　  計

71,741 円 22,221 円 59,186 円 72,511 円 8,970 円 479,506 円

※5

市税負担の状況は？

　　　　　●一人当たり市税負担

81,680円
　　　　　●一世帯当たり市税負担

277,351円

　　※市税負担 (※4)・行政経費 (※5)の算出は…。 
　　　　　　各当初予算額÷人口及び世帯数
　　　　　　人口 42,085 人　世帯　12,394 世帯
　　　( 平成 22 年 4月 1日現在）※住民基本台帳

※4

23


